特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年9月27日427号
稲刈り17名の参加　みんなで神輿を担ぎ豊作を祝う
集合時間にほぼ全員が集まり、深田理事長から「事故なく春植え付けた早苗の成長を確かめましょう」と挨拶のあと、さっそく稲刈り鎌を片手に田圃に入りました。鎌の使い方、刈り取った稲の並べ方や、束ね方、そして稲架け、を行いました。中でも稲の束ねがなかなか難しかったようです。昼飯は新米の炊き立てのご飯をおいしくいただきました。
会員254名に増加　人気が出てきた
3月末日で250人を超えましたが、新年度の初めには240人に退会者があって後退しました。しかし8月末日で254名に復元し、さらに新入会員の加入申し込みが引き続いてあります。30日の城陽市「アラス子ども祭り」で新加入を大きく呼びかけようと思っています。
野鳥観察会　20名　雨天にも関わらず大勢参加　　雨の合間を見て　河原で観察　　20種を確認
あいにくの天候で野鳥観察会にはかなり無理がありました。しかし、会誌の時間に20名が集まってこられました。あらかじめ雨天を予想して室内バージョンを準備していました講師の上田先生から詳しい解説を丁寧に聞かせていただきました。雨の合間に傘を片手に河原で観察を行いました。７台のフイールドスコープが威力を発揮してきちんと方向を合わせると素晴らしい野鳥の姿を目の前にいるように確認できます。この日も初参加の方々は、その威力に魅了されておられました。
里山農園　茄子やキュウリがどんどんなっています。
朝取りで100円コーナー大繁盛人気が出てきました。始めたころは売れ行きがどうなるのだろうとずいぶん気を遣いましたが、準備した品数と同額の金額は集まっています。そして売れ残りもあまりなく順調に進んでいます。スタッフの皆さんからも「手ごろな値段でスーパーの分量よりは多いものは２倍入っているのでお得です」とのこと。一度ご覧になってみてください。
鷲峰山で光田先生、京都府の絶滅種を大発見　23日
里山の取り組みではなかったのですが、鷲峰山で植物観察会が行われ、指導されていた先生が湿地の中でタニジャコウソウを発見されました。これは京都府で絶滅しているとされていたものです。山城地方にはまだまだ自然が豊富でしっかり調査の必要があるのだということが証明されました。これからも植物部会の皆さんのご奮闘を期待しています。大成果です。おめでとうございます。
新米　大人気　昨年より1割以上の購入申し込み
お米のおいしさはできるだけ厳しい気候条件のところ、すなわち昼間と夜間の気温の差の大きいところのお米がおいしいと一般的に語られてきました。里山の会の田圃は打田というところで気温差の大きい山田です。一度試食された方はおいしさがわかって追加の注文をされる人もおられます。あと少しです。先着順でお分けいたします。大至急連絡ください。
10月6日　木津川の一斉水質調査の日
昨年採取した場所の水を採取持参していただける方を募っています。また調べてほしい水もご持参ください。木津川沿川で一斉に調査することは相当組織的に水を採取しないとできません。里山の会員の方々のご協力をお願いいたします。当日は午前８時に旧山城町北河原の木津川流域センターでお越しをお待ちしています。どしどしお越しください。
木津川ワークショップ10月14日　ご参集ください。

いよいよワークショップの最終回を迎えました。前回は小川力也先生からイタセンパラが生育していた状況を詳しくお話しいただきました。これらをもとにして、南山城村で村おこしの中心を担って活躍中の柴垣治さんからの問題提起をいただき木津川を考えてみます。
良い川いい川親しめる川などについて考えあいましょう。京田辺市草内(山城大橋西詰)中部住民センター９時３０分から正午まで　ご参集ください　初心者大歓迎
市民文化祭の出展内容を検討しています。

１、環境保全功労者環境大臣表彰に関して　２、木津川の河床低下の現状と課題　３、故郷の遺産つくり防賀川の植樹　４、ハイキングコースの絵画ギャラリー(ビオトープ形式で再現)　５、京田辺の宝「普賢寺地域の希少植物」　６、山城地方の小学校校歌のうち京田辺市の９校分　７、里山農園の紹介、などが候補に挙がっています。
第30回京都木津川マラソン　整備費用負担駐車場利用の申し込み早くも4通もありました。　
（募集は10月1日からなのに）
木津川の生育する絶滅寸前種の植物は１８種です
イヌナズナ、イヌハギ　ツルフジバカマ　オオバクサフジ　マキエハギ　タコノアシ　フナバラソウ　レンリソウ　スズサイコ　カワラサイコ　ヤマアワ　ミノボロ　ミゾコウジュ　ユキワリイチゲ　マツカサススキ　オガルカヤ　メガルカヤ　ヤガミスゲでした。

今年はタヌキマメの生育が見当たりませんでした。
27日に木津川出張所長を訪ねて、堤防の草刈り時期と場所の確認と合わせて希少種の保全管理に尽力されるよう要望書を渡します。同時にイタセンパラの生育できる木津川を目指す要望書も同時に手渡します。深田理事長、播川副理事長、他数名が同伴します。
木津川の魚でレッドデータに記載されていて里山の会が確認できたのは　絶滅寸前種ではイチモンジタナゴ、ツチフキの2種、絶滅危惧種では　シロヒレタビラコ、ゼゼラ　メダカの3種、準絶滅危惧種ではカワムツを確認できています。
絶滅寸前種として登録されているイタセンパラは、ここ数年発見されていません。絶滅したのではないかといわれています。いま復元の取り組みがされています。
沢内孝夫さんから、木津川で確認した絶滅危惧種の野鳥ヒクイナと準絶滅危惧種のチュウサギ、ミサゴ、オオタカを確認したよと連絡を受けました。
オオウラギンヒョウモン　木津川に30年前はたくさんいた蝶のオオウラギンヒョウモンはスミレが食草でした。スミレが増えたら戻ってくるかもしれませんね。
あらす自然子どもまつり　30日(日)10時から　城陽市桜堤公園無料駐車場150台　協力券100円　
模擬店30店　里山の会も出展します　綿菓子　新米販売　田辺ナス　万願寺トウガラシ
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

